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　今年度の支部研修会は、各学校代表者がほとんどで、事務局も含め22人での開催でしたが、当日の参加者からは、「情報交換、意見交換が刺激になった。」「有意義な時間だった。また、来年も参加したい。」などの感想も聞かれました。

　講師の小岱先生の御講演は、これからの特別支援教育に求められることについて、最新の国の動きの情報提供、これまでの経緯や現状のデータ等の根拠から静岡県の“強み”なども具体的に示していただきました。これから取り組むべきことが整理され、教員としての使命感や、夏休み明け、子供たちと向き合っていくモチベーションの高揚につながるお話でした。
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　また、今回、静岡大学教育学部特別支援専攻の大塚先生、香野先生、山元先生、石川先生の各研究室から当同窓会研修会のために集合した４人の現役静大生に、現状の大学の紹介プレゼンテーションをしていただきました。クイズ形式も盛り込まれており、楽しく大学の“今”を知る機会となり、参加者も懐かしさを感じた場面でした。
　フリートークでのグループワークは、大先輩から養護学校時代の卒業生とのエピソードを聞かせていただいたり、大学生から特別支援教育を志したきっかけを聞き刺激をもらったり、50分があっという間に過ぎてしまいました。
　☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★　　　　　　　　　　　　　

【　静岡大学教育学部特別支援学校支部研修会報告　】

１　日時　　　　令和元年８月24日（土）午後１時20分から午後４時

２　場所　　　　ペガサート３階　会議室Ｂ（静岡市葵区御幸町）

３　開催主旨　　学生や同窓会員、特別支援学校等に勤務する教職員相互の親睦を深め、日頃感じて

　　　　　　　いることや課題等を出し合い情報交換する場をもつことで、今後の生活に生かし、教

　　　　　　　員としての自身の指導力等の向上を図る。

４　参加者　　　22人（教員８教場から９人、静大特別支援専攻４年生４人　事務局９人）

５　内容　　　　第１部：講演会

　　　　　　　　　　　　演題「これからの特別支援学校を展望して」

　　　　　　　　　　　　講師　小岱　和代　氏　（静岡大学教職大学院特任教官）
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第２部：情報交換・意見交換会

　　　　※なるべく面識のない者同士（現職、学生、
OBの会員が入り混じって）で４つのグル
ープに分かれてフリートークスタイルで
行った。話題の概要を以下に紹介する。

○社会の変化に対応した児童生徒の育成と特別支援学校


　　社会への移行を円滑にし、新たな時代を生きる移動生徒の育成


　　教員育成の動向


　　交流及び共同学習の経年変化


○新学習指導要領への特別支援学校の対応


　　社会に開かれた教育課程、育成を目指す資質・能力


　　各教科等を合わせた指導、観点別学習状況評価


○特別支援学校のコミュニティ・スクールへの進展








○最近感じていること


・少子化対策について


・高等部の在り方について


・子供の学習に対する思いについて


・時代が変わっていく中、学び続ける教員とはということについて


・「交流籍」の取組について


・（大学生から）卒業論文のテーマについて、「地域に置ける特別支援教育」をテーマにしている。





○日頃の子供との関わりの中で学んでいること


・子供への寄り添い方、社会に向けて身に付けるべきことなど教員間で話題にしている。積み重ねが　


　子供の成長につながっていることが教員の励みとなっている。


・初任時に比べ、２年目、３年目と子供が見えてきた。担任を持ち上がるより、新たな視点で子供が


　見られると新しい学びにつながるのではないかと感じた。


・小学部から高等部まで、子供の成長を見ることができることが喜びである。卒業後も成長し変化が


　ある。生涯教育の視点が大事と感じる。


○授業づくりについて大切にしたいこととは


・先輩教員の授業参観、引き継ぎ資料を参考にする、ＴＴでみんなで考える（同僚制）、子供の成長


　と共に支援を替えるなど子供に寄り添って考え子供からも学ぶ、


○新学習指導要領について


・各教科等を合わせた指導について、教科の評価ができないのではないかと話題になっている。





○日頃感じていること、講義の感想等


・子供から多くを学んでいる。学び続ける教員を心掛けている。


・コーディネーター役になり、特別支援教育でやってきたことは、教育の基本だと感じる。


・親の意識も変わる中、「センター的機能」としてどこまで特別支援学校が役割を果たすのか、通常の


　小中学校の先生方に任せられると良いか、インクルーシブ教育システムをもっと進めるべきか？


・新学習指導要領対応について、「今までやってきたことを生かせばよい」と聞き、安心した。





○教員として働くに当たって大切にしていること、大切にしてきたことは


　・同僚、保護者、子供からの情報収集。


　・意識的によく話を聞くことで、世代の差が様々な職場での調整役として動くこと。


　・チームの和を大切にすることで、Ｔ-Ｔの良さを生かしたい。


　・教師として生きることは「自己実現」を図ることにつながっていた。


○（大学生から）卒業論文について悩んでいることについて


　・事例児とのやりとりで、指導の糸口を見つけてみてはどうか。








